
この不況の時代、アレもコレもではなく、アレかコレか選択の時代です！

市からの財政援助の見直し、また外郭団体の整理・統合及び活性化を！

私たちにとって暮らしやすいまちづくりに施設は必要です！

プロフィール

昭和４８年７月４日生まれ横浜育ち　２９歳　血液型A型

発行元 横浜市立小山台小学校入学
大分県立大分舞鶴高校入学（１年次冬、転勤で横浜へ戻る）
神奈川県立大岡高校卒業

〒247-0002　神奈川県横浜市栄区小山台1-20-16 神奈川大学法学部法律学科卒業
TEL＆FAX ： ０４５－８９５－２４４０　 派遣会社アシスト株式会社へ就職
携帯電話 ： ０７０－６５１１－１２９５　 ２００２年１２月　派遣会社アシスト株式会社　退職

若者政治家養成塾在籍（第1期生）

趣味　：　サッカー、バスケットボール
家族　：　両親、弟二人、マメ（ねこ）

ボランティア大募集！　TEL&FAX：045-895-2440
大桑と一緒になって、泣いたり、笑ったり、喜んだりしてくれる人を募集しています。

JR大船駅・JR本郷台駅・JR港南台駅いずれかの駅で配布しております。

事業等に使われてしまいます。

「大桑正貴としがらみのない政治を実現する会」

第 7 号
大　桑　正　貴（まさたか）

http://www5a.biglobe.ne.jp/̃m-okuwa/

聞

サラリーマンから市政
し せ い

にチャレンジ！
私たち市民が政治に参加する流れを作ります！

栄区から、しがらみのない政治を実現します！

E-mail : m-okuwa@mvg.biglobe.ne.jp

１、選挙の前も選挙の後も駅前に立ち続け新聞を配り続けます（情報公開）。

２、大桑まさたかの政治活動資金を公開し続けます。

３、私たち市民が政治に参加する流れをつくります（しがらみをなくす）。

円ともいわれています）が期待できます。このように節約できたお金も、ほうっておくと、今まで通り「しがらみのある」
※横浜市は２００５年から公共事業に電子入札制度を取り入れる予定。これにより大幅なコスト削減（年間約２００億

１、横浜市の事業・市役所の業務を見直す

ま さ た か
大  桑 無所属

新大

２、５６ある横浜市の外郭団体の総点検

３、老人ホーム、託児所などは充実させる

桑

２９歳

これからも
よろしくお願いします！
今後も、JR大船駅・本郷台駅・港南台駅

の　いずれかで！

討議資料

公　約

政　策



４/１３にインターネットとテレビで当選を確認した後、
正直、どのような手続きをしたらよいのかわかりませんでした。
さっそく次の日（４/１４）に栄区役所で今後の日程について
聞いてきました。

４月１６日に、　栄区役所で当選証書の付与式があり、
４月３０日が初登庁である、という事がわかりました。

しかしその間も、選挙期間の収支報告を提出したり、議員として
働く上でのこまごまとした手続き（扶養控除・給与振込の指定・履歴

書の提出などなど）がありバタバタしているうち、にアッという間に
４月３０日の初登庁を迎えました。

５月からは各種、個別の委員会などが始まり、
６月が初の議会となりそうです。

またホームページについてですが…。

パソコンの購入も視野に入れ、早急に手を打ちたいと思っています。
（今のパソコンが手におえない状態になってしまいまして…）

申し訳ありませんが、もう少しお時間を頂ければと思います。

大桑新聞ではみなさまとともに、
栄区について考えていきたいと思っております。 FAX：０４５－８９５－２４４０

これからもよろしくお願いします！
今回は、みなさまに当選のお礼を申し上げたく、この大桑新聞第７号を作成しました。

（出来上がるのが遅くなりまして申し訳ありません。）

本当に、嬉しかったです（＾＾）

ありがとうございます！！！

また多くの方が、自分の事（自分の息子の事・自分の孫の事）のように喜んでいただけたことが、本当に、本当に、

みなさまに当選のご挨拶をさせて頂きました。

それまでは、「夢では？」という思いがどうしてもぬぐえませんでした。

「本当に当選したんだ」という実感がわいてきました。

当選してから３日間は、本郷台駅、港南台駅、大船駅に立ち、その後の２日間は自転車に乗って栄区中を走り、

そして駅ではもちろんの事、自転車に乗っていても、多くの方から「当選おめでとう」との声をかけて頂き、やっと

をしっかり認識しないといけないと思っています。

そして今後も、日々の疑問や議会で感じた事を大桑新聞で報告していきたいと思います。

これからもご指導,ご鞭撻よろしくお願いしますｍ（＿　＿）ｍ

だからこそ、皆様に頂いた４年間を大切にし、期待を裏切らないように頑張ります！

大 桑 新 聞

近況報告

結果は、１1，０３５もの票を頂き、２位での当選でした。

この票は大桑正貴への票である事は間違いありませんが、２９歳の若者への「期待」がこの票を生んだと言う事実

4/15
神奈川新聞

※収支報告について※

選挙期間中の収支については
次号で

改めてご報告いたします！


